
体育科・保健体育科の学習指導要領の系統

時期

校種

系 ページ 1年 2年 3年 4年 5年 6年 領域・領域の内容 1年 2年 内容の取扱い 領域・領域の内容 3年 内容の取扱い 領域・領域の内容 入学年次 その次の年次 それ以降の年次 内容の取扱い

【Ａ 体つくり運動】 【Ａ 体つくり運動】 【Ａ 体つくり運動】

体ほぐしの運動 体ほぐしの運動 体ほぐしの運動 体ほぐしの運動 体ほぐしの運動 体ほぐしの運動 ア 体ほぐしの運動 ア 体ほぐしの運動 ア 体ほぐしの運動

多様な動きをつくる
運動遊び

多様な動きをつくる
運動遊び

多様な動きを
つくる運動

多様な動きを
つくる運動

体力を高める運動 体力を高める運動 イ 体力を高める運動 イ 体力を高める運動 イ 体力を高める運動

【Ｂ 器械運動】 【Ｂ 器械運動】 【Ｂ 器械運動】

ア マット運動 ア マット運動 ア マット運動

イ 鉄棒運動 イ 鉄棒運動 イ 鉄棒運動

ウ 平均台運動 ウ 平均台運動 ウ 平均台運動

エ 跳び箱運動 エ 跳び箱運動 エ 跳び箱運動

【Ｃ 陸上競技】 【Ｃ 陸上競技】 【Ｃ 陸上競技】

ウ 投てき（砲丸投げ、やり投げ）

【Ｄ 水泳】 【Ｄ 水泳】 【Ｄ 水泳】

ア クロール ア クロール ア クロール

イ 平泳ぎ イ 平泳ぎ イ 平泳ぎ

ウ 背泳ぎ ウ 背泳ぎ ウ 背泳ぎ

エ バタフライ エ バタフライ エ バタフライ

オ 複数の泳法で泳ぐ
又はリレー

オ 複数の泳法で長く泳ぐ
又はリレー

【Ｅ 球技】 【Ｅ 球技】 【Ｅ 球技】

ア ゴール型 ア ゴール型 ア ゴール型

イ ネット型 イ ネット型 イ ネット型

ウ ベースボール型 ウ ベースボール型 ウ ベースボール型

【Ｆ 武道】 【Ｆ 武道】 【Ｆ 武道】

ア 柔道 ア 柔道 ア 柔道

イ 剣道 イ 剣道 イ 剣道

ウ 相撲 ウ 相撲

【Ｇ ダンス】 【Ｇ ダンス】 【Ｇ ダンス】

ア 創作ダンス ア 創作ダンス ア 創作ダンス

イ フォークダンス イ フォークダンス イ フォークダンス

ウ 現代的なリズムのダンス ウ 現代的なリズムのダンス ウ 現代的なリズムのダンス

【Ｈ 体育理論】 【Ｈ 体育理論】 【Ｈ 体育理論】

(1) 運動やスポーツ
の多様性

(1) スポーツの歴史、文化的特性
や現代のスポーツの特徴

(2) 運動やスポーツの効果的な学
習の仕方

(3) 豊かなスポーツライフの設計
の仕方

3年 4年 5年 6年 ３年 入学年次 その次の年次 内容の取扱い

リズム遊び

表現 表現

フォークダンス

リズムダンス

【表現リズム遊び】 【表現運動】
表現遊び

Ｅ,Ｆから①以
上選択

ア又はイの
いずれか選択

必修
２年間で、
ア～ウから
①選択

Ｅ,Ｆから
①以上
選択

ア～ウから
①を選択

【ゲーム】 【ボール運動】

必修 必修
ア、イ 必修

（各学年7単位
時間以上）

必修必修
ア、イ 必修

（各学年7単位
時間以上）

必修

＜ 中 学 校 ＞ ＜ 高 等 学 校 ＞

各 種 の 運 動 の 基 礎 を 培 う 時 期 多 く の 領 域 の 学 習 を 経 験 す る 時 期 卒業後に少なくとも一つの運動やスポーツを継続することができるようにする時期

＜ 小 学 校 ＞

【器械・器具を使っての運動遊び】 【器械運動】

固定施設を使った運動遊び

マットを使った運動遊び

鉄棒を使った運動遊び

マット運動 マット運動

鉄棒運動 鉄棒運動

跳び箱を使った運動遊び 跳び箱運動 跳び箱運動

【走・跳の運動遊び】 【走・跳の運動】 【陸上運動】

必修
２年間で、アを
含む②選択

ア～エから選択 ア～エから選択

走の運動遊び

跳の運動遊び

かけっこ・リレー

小型ハードル走

幅跳び

高飛び

ア～オから選択

クロール

平泳ぎ

ア 短距離走・リレー
長距離走又はハードル走

イ 走り幅跳び又は
走り高跳び

ア 競走（短距離走・リレー、
長距離走、ハードル走）

イ 跳躍（走り幅跳び、
走り高跳び、三段跳び）

ア及びイのそれ
ぞれから選択

必修
２年間で、ア及
びイのそれぞ
れから選択

ア 短距離走・リレー
長距離走又はハードル走

イ 走り幅跳び又は
走り高跳び

短距離走・リレー

ハードル走

走り幅跳び

走り高跳び

ア～ウに示す運動
から選択

【水遊び】 【浮く・泳ぐ運動】 【水泳】

必修
２年間で、

ア又はイを含む
②選択

Ｂ,Ｃ,Ｄ,
Ｇから
①以上
選択

ア～オから選
択

Ｂ,Ｃ,Ｄ,Ｇから
①以上選択

浮く運動
泳ぐ運動

水に慣れる遊び
浮く・もぐる遊び

ボールゲーム
鬼遊び

ゴール型ゲーム

ネット型ゲーム

ベースボール型ゲーム

ゴール型

ネット型

ベースボール型

必修

２年間で、
ア～ウのすべ

て
を選択

ア～ウから
②を選択

入学年次では、ア～ウ
から②を選択

その次の年次以降
では、ア～ウから選択

必修
２年間で、
ア～ウから

選択

Ｂ,Ｃ,Ｄ,
Ｇから
①以上
選択

ア～ウから
選択

Ｂ,Ｃ,Ｄ,Ｇから
①以上選択

Ｂ,Ｃ,Ｄ,Ｅ,Ｆ,Ｇ
から②以上選

択

Ｂ,Ｃ,Ｄ,Ｅ,Ｆ,Ｇ
から②以上選

択

ア～ウから
選択

必修 必修

病気の予防

【保健】
１年 ２年 内容の取扱い

(1) 心身の機能の発達と
心の健康

(2) 健康と環境
(3) 傷害の防止

必修

(1)入学年次
(2)その次の年次
(3)それ以降の年次
（各年次６単位

時間以上）
(2) 運動やスポーツが

心身の発達に
与える効果と安全

必修 必修

(1)第1学年必修
(2)第2学年必修
（各学年３単位
時間以上）

(1) 文化としてのスポーツ
の意義

必修
(1)第3学年必修
（３単位時間以

上）

【保健】

毎日の生活と健康 育ちゆく体とわたし
心の健康
けがの防止

(1) 現代社会と健康
(2) 生涯を通じる健康
(3) 社会生活と健康

必修
(4) 健康な生活と

疾病の予防
３年間で

４８時間程度

【保健】

必修
(1)～(3)を入学年次

及び
その次の年次
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ア、イ 必修
（各年次7～10
単位時間程度）

【体つくり運動】

必修
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保健領域・保健分野における学習指導要領の系統

１・２年

（３年）

（４年）

（５年）

（５年）

（６年）

高 等 学 校

１年

中 学 校

５・６年 ２年 ３年 入学年次及び次の年次

ア 健康の考え方

イ 健康の保持
増進と疾病
の予防

ウ 精神の健康

エ 交通安全

オ 応急手当

ア 体の発育・発達

イ 思春期の体の
変化

ウ 体をよりよく
発育・発達させる

ための生活

小 学 校

３・４年

ア 健康な生活と
わたし

イ １日の生活の
仕方

ウ 身の回りの
環境

ア 心の発達

イ 心と体の相互
の影響

ウ 不安や悩みへ
の対処

ア 身体機能の
発達

イ 生殖にかかわる
機能の成熟

ウ 精神機能の
発達と自己形成

エ 欲求やストレス
への対処と
心の健康

ア 環境と健康

イ 環境と食品
の保健

ウ 労働と健康

ア 交通事故や
自然災害など
による傷害の
発生要因

イ 交通事故などに
よる傷害の防止

ウ 自然災害による
傷害の防止

エ 応急手当

ア 生涯の各段階
における健康

イ 保健・医療制度
及び地域の

保健・医療機関

ウ 様々な保健
活動や対策

ア 健康の成り立ち
と疾病の発生要因

イ 生活行動・生活
習慣と健康

ウ 喫煙，飲酒，
薬物乱用と健康

エ 感染症の予防

オ 保健・医療機関や
医薬品の有効利用

カ 個人の健康を守る
社会の取組

ア 身体の環境に
対する適応能力

・至適範囲

イ 飲料水や空気の
衛生的管理

ウ 生活に伴う廃棄
物の衛生的管理

ア 病気の起こり方

イ 病原体がもとに
なって起こる
病気の予防

ウ 生活行動が
かかわって
起こる病気
の予防

エ 喫煙，飲酒，
薬物乱用と健康

オ 地域の様々な
保健活動の

取組

ア 交通事故や
身の回りの生活
の危険が原因
となって起こる
けがとその予防

イ けがの手当

身近な生活における健康・安全に
関する基礎的な内容

個人生活における健康・安全に関する内容 個人生活及び社会生活における健
康・安全に関する内容

※小学校
低学年に
おいては、
運動を通し
て健康の
認識がもて
るような指
導をする。
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